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免責条項
このマニュアルの情報は著作権法で保護されており、GIGABYTE に帰属します。
このマニュアルの仕様と内容は、GIGABYTE により事前の通知なしに変更されるこ
とがあります。本マニュアルのいかなる部分も、GIGABYTE の書面による事前の承
諾を受けることなしには、いかなる手段によっても複製、コピー、翻訳、送信または
出版することは禁じられています。

ドキュメンテーションの分類
本製品を最大限に活用できるように、GIGABYTE では次のタイプのドキュメンテー
ションを用意しています：

   製品を素早くセットアップできるように、製品に付属するクイックインス
トールガイドをお読みください。

	  詳細な製品情報については、ユーザーズマニュアルをよくお読みください。
   GIGABYTE の固有な機能の使用法については、当社Webサイトの 

Support&Downloads\Motherboard\Technology ガイドの情報をお読みになるかダ
ウンロードしてください。

製品関連の情報は、以下の Web サイトを確認してください：
http://www.gigabyte.com.tw

マザーボードリビジョンの確認
マザーボードのリビジョン番号は 「REV： X.X 」 のように表示されます。例えば、
「REV： 1.0」 はマザーボードのリビジョンが 1.0 であることを意味します。マザー
ボード BIOS、ドライバを更新する前に、または技術情報をお探しの際は、マザー
ボードのリビジョンをチェックしてください。
例：
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ボックスの内容
  GA-P55-UD3 マザーボード
  マザーボードドライバディスク
  ユーザーズマニュアル
  クイックインストールガイド
  IDE ケーブル (x1) 
  SATA 3Gb/s ケーブル (x2)
  I/O シールド

•  上記のボックスの内容は参照専用であり、実際のアイテムはお求めになった製品パッケージによ
り異なります。ボックスの内容は、事前の通知なしに変更することがあります。

• マザーボードの画像は参照専用です。
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第 1 章 ハードウェアの取り付け
1-1 取り付け手順
マザーボードには、静電放電 (ESD) の結果、損傷する可能性のある精巧な電子回路
やコンポーネントが数多く含まれています。取り付ける前に、ユーザーズマニュア
ルをよくお読みになり、以下の手順に従ってください。

•  取り付ける前に、マザーボードの S/N (シリアル番号) ステッカーまたはディーラ
ーが提供する保証ステッカーを取り外したり、はがしたりしないでください。これ
らの不要ステッカーは保証の確認に必要です。

•  マザーボードまたはその他のハードウェアコンポーネントを取り付けたり取り外
したりする前に、常にコンセントからコードを抜いて AC 電力を切ってください。

•  ハードウェアコンポーネントをマザーボードの内部コネクタに接続していると
き、しっかりと安全に接続されていることを確認してください。

•  マザーボードを扱う際には、金属リード線やコネクタには触れないでください。

•  マザーボード、CPU またはメモリなどの電子コンポーネントを扱うとき、静電放
電 (ESD) リストストラップを着用することをお勧めします。ESD リストストラップ
をお持ちでない場合、手を乾いた状態に保ち、まず金属物体に触れて静電気を
取り除いてください。

•  マザーボードを取り付ける前に、ハードウェアコンポーネントを静電防止パッド
の上に置くか、静電遮断コンテナの中に入れてください。

•  マザーボードから電源装置のケーブルを抜く前に、電源装置がオフになってい
ることを確認してください。

•  パワーをオンにする前に、電源装置の電圧が地域の電源基準に従っていること
を確認してください。

•  製品を使用する前に、ハードウェアコンポーネントのすべてのケーブルと電源コ
ネクタが接続されていることを確認してください。

•  マザーボードの損傷を防ぐために、ネジがマザーボードの回路やそのコンポー
ネントに触れないようにしてください。

•  マザーボードの上またはコンピュータのケース内部に、ネジや金属コンポーネ
ントが残っていないことを確認してください。

• コンピュータシステムは、平らでない面の上に置かないでください。

• コンピュータシステムを高温環境で設置しないでください。

•  取り付け中にコンピュータのパワーをオンにすると、システムコンポーネントが
損傷するだけでなく、ケガにつながる恐れがあります。

•  取り付けの手順について不明確な場合や、製品の使用に関して疑問がある場合
は、正規のコンピュータ技術者にお問い合わせください。
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 CPU  �LGA 1156 パッケージの Intel® Core™ i7 / Intel® Core™ i5 シリーズプロセッサ
をサポートします 
 (最新の CPU サポートリストについては、GIGABYTE の Web サイトにアク
セスしてください。)

 L3 キャッシュは CPU で異なります
 チップセット  Intel® P55 Express チップセット
 メモリ   最大 16 GB のシステムメモリをサポートする 1.5V DDR3 DIMM ソケット (x4) (注 1)

 デュアルチャンネルメモリアーキテクチャ
  DDR3 2200/1333/1066/800 MHz メモリモジュールのサポート
	 非ECCメモリモジュールのサポート
	� XMP（エクストリームメモリプロファイル）メモリモジュールのサポート 

(最新のメモリサポートリストについては、GIGABYTE の Web サイトにア
クセスしてください。)

 オーディオ	 	Realtek ALC888 コーデック
	ハイディフィニションオーディオ
	2/4/5.1/7.1 チャンネル
	S/PDIF 入出力のサポート
	CD 入力のサポート

 LAN  RTL8111D チップ (x1) (10/100/1000 Mbit)

 拡張スロット   PCI Express x16 スロット、 x16 で実行 (PCIEX16) (注 2) 

(PCIEX16 スロットは PCI Express 2.0 規格に準拠しています。)
        ーフェイス   PCI Express x16 スロット、 x4 で実行 (PCIEX4)
  PCI Express x1 スロット (x2)

 PCI スロット (x3)

 マルチグラフィックス	 	 ATI CrossFireX™/NVIDIA SLI テクノロジのサポート (注 3)

	  テクノロジ

 ストレージインタ  Intel® P55 Expressチップセット
-  最大 6 つの SATA 3Gb/s デバイスをサポートする SATA 3Gb/s コネクタ 

(SATA2_0、SATA2_1、SATA2_2、SATA2_3、SATA2_4、SATA2_5)
- SATA RAID 0、RAID 1、RAID 5、および RAID 10 をサポート

 GIGABYTE SATA2 チップ:
-  ATA-133/100/66/33 および 最大2つの IDE デバイスをサポートする IDE 
コネクタ (x1)

-  最大 2 個の SATA 3Gb/s デバイスをサポートする SATA 3Gb/s コネクタ 
(GSATA2_0、GSATA2_1) (x2)

- SATA RAID 0、RAID 1、JBOD のサポート
 iTE IT8720 チップ: 

-  最大 1 つのフロッピーディスクドライブをサポートするフロッピー
ディスクドライブコネクタ (x1)

 USB   チップセットに統合
  最大 14 の USB 2.0/1.1 ポート (背面パネルに 10 つ、内部 USB ヘッダ
に接続された USB ブラケットを介して 4 つ)

1-2 製品の仕様
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 内部コネクタ w 24 ピン ATX メイン電源コネクタ (x1)
w 8 ピン ATX 12V 電源コネクタ (x1)
 フロッピーディスクドライブコネクタ (x1)
 IDE コネクタ (x1)
 SATA 3Gb/s コネクタ (x8)
 CPU ファンヘッダ (x1)
 システムファンヘッダ (x2)
 電源ファンヘッダ (x1)
 前面パネルヘッダ (x1)
 前面パネルオーディオヘッダ (x1)
 CD インコネクタ (x1)
 S/PDIF インヘッダ (x1)
 S/PDIF アウトヘッダ (x1)
 USB 2.0/1.1 ヘッダ (x2)
 シリアルポートヘッダ (x1)
 パラレルポートヘッダ (x1)
 クリア CMOS ジャンパ (x1)

 背面パネルの w PS/2 キーボードまたは PS/2 マウスポート (x1)
 コネクタ  光学 S/PDIF アウトコネクタ (x1)

 同軸 S/PDIF アウトコネクタ (x1)
	USB 2.0/1.1 ポート (x10)
	RJ-45 ポート (x1)
	�オーディオジャック (x6) (センター/サブウーファスピーカーアウト/ 
背面スピーカーアウト/側面スピーカーアウト/ラインイン/ラインア
ウト/マイク)

 I/Oコントローラ w iTE IT8720 チップ

 ハードウェア w システム電圧の検出
 モニタ	 	CPU/システムの温度検出

	CPU/システム/パワーファン速度の検出
	CPU/過熱警告
 CPU/システム/パワーファンエラー警告
	CPU/システム ファン速度制御 (注 4)

 BIOS w 16 Mbit フラッシュ (x2)
w 正規ライセンス版AWARD BIOSを搭載
w DualBIOS™ のサポート
w PnP 1.0a, DMI 2.0, SM BIOS 2.4, ACPI 1.0b
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(注 1)  Windows Vista/XP 32 ビットオペレーティングシステムの制限により、4 GB 以上の物理
メモリを取り付けても、表示される実際のメモリサイズは 4 GB より少なくなります。

(注 2)  最適のパフォーマンスを出すために、PCI Express グラフィックスカードを1つしか取り
付けない場合、PCIEX16スロットに必ず取り付けてください。

(注 3)  ATI CrossFireX™が有効になっているとき、PCIEX16スロットは最大4つのモードで作動
します。

(注 4)  CPU / システム のファン速度制御機能がサポートされているかどうかは、取り付ける 
CPU/システム クーラーによって異なります。

(注 5) EasyTune の使用可能な機能は、マザーボードのモデルによって異なります。

 固有の機能 w @BIOS のサポート
w Q-Flash のサポート
w Xpress BIOS Rescueのサポート
w Download Center のサポート
w Xpress Install のサポートl
w Xpress Recovery2 のサポート
w EasyTune のサポート (注 5)

w Dynamic Energy Saver™ 2 のサポート
w Smart 6™ のサポート
w Q-Share のサポート

 バンドルされたソ 
 フトウェア 

w Norton インターネットセキュリティ (OEM バージョン)

 オペレーティング 
 システム 

w Microsoft® Windows® 7/Vista/XP のサポート

 フォームファクタ w ATX フォームファクタ、30.5cm x 24.4cm
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1-3 CPU および CPU クーラーの取り付け
CPU を取り付ける前に次のガイドラインをお読みください。
• マザーボードが CPU をサポートしていることを確認してください。

(最新の CPU サポートリストについては、GIGABYTE の Web サイトにアクセスして
ください)。

•  ハードウェアが損傷する原因となるため、CPU を取り付ける前に必ずコンピュータ
のパワーをオフにし、コンセントから電源コードを抜いてください。

•  CPU のピン 1 を探します。CPU は間違った方向には差し込むことができません。(ま
たは、CPU の両側のノッチと CPU ソケットのアライメントキーを確認します)。

• CPU の表面に熱伝導グリスを均等に薄く塗ります。
•  CPU クーラーを取り付けないうちは、コンピュータのパワーをオンにしないでくだ
さい。CPU が損傷する原因となります。

•  CPU の仕様に従って、CPU のホスト周波数を設定してください。ハードウェアの仕
様を超えたシステムバスの周波数設定は周辺機器の標準要件を満たしていない
ため、お勧めできません。標準仕様を超えて周波数を設定したい場合は、CPU、グ
ラフィックスカード、メモリ、ハードドライブなどのハードウェア仕様に従ってくだ
さい。

1-3-1 CPU を取り付ける
A. マザーボード CPU ソケットのアライメントキーおよび CPU のノッチを確認します。

CPU ソケットのピン 1 隅

CPU の三角形のピン 1 マーキング

アライメントキー

ノッチノッチ

アライメントキー

LGA1156 CPU ソケット

LGA1156 CPU ソケット
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B.  以下のステップに従って、CPU をマザーボード の CPU ソケットに正しく取り付けてください。

ステップ 3 
CPU を親指と人差し指で抑えます。CPU 
ピン 1 のマーキング (三角形) を CPU ソ
ケットのピン 1 隅に合わせ (または、CPU 
ノッチをソケットアライメントキーに合
わせ)、CPU を所定の位置にそっと差し込
みます。

ステップ 2：
親指と人差し指を使い、指示通りに保護ソ
ケットをつまんで、真っ直ぐ上に持ち上げ
ます。（ソケットの接点に触れないでくだ
さい。CPU ソケットを保護するため、CPU 
を搭載していないときは常に保護ソケッ
トカバーを着けてください。）

ステップ 5：
CPUソケットレバーを押してロックされた
位置に戻します。

CPU を取り付ける前に、CPU の損傷を防ぐためにコンピュータのパワーをオフにし、コン
セントから電源コードを抜いてください。

ステップ 1：
CPUソケットレバーハンドルをそっと押しな
がら、指でソケットから外します。 CPUソケッ
トレバーを完全に持ち上げると、金属製ロー
ドプレートも持ち上がります。 

ステップ 4 
CPUが適切に挿入されたら、一方の手
を使ってソケットレバーを押さえもう一
方の手でロードプレートを交換します。 
ロードプレートを交換しているとき、ロー
ドプレートのフロントエンドが肩付きね
じの下にあることを確認します。

注:
レバーベース部分ではなく、ハンドルで
CPUソケットレバーを支えます。
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1-3-2 CPU クーラーを取り付ける
以下のステップに従って、CPU クーラーをマザーボードに正しく取り付けてください。(以下の
手順は、サンプルのクーラーとして Intel® ボックスクーラーを使用しています。)

ステップ 1：
取り付けた CPU の表面に熱伝導グリスを
均等に薄く塗ります。

ステップ 2：
クーラーを取り付ける前に、オスプッシュ
ピンの矢印記号  の方向に注意してく
ださい。(矢印の方向に沿ってプッシュピ
ンを回すとクーラーが取り外され、逆の方
向に回すと取り付けられます。)

ステップ 3：
クーラーを CPU の上に配置し、マザーボ
ードのピン穴を通して 4 つのプッシュピ
ンを揃えます。プッシュピンを、対角方向
に押し下げてください。

ステップ 4：
それぞれのプッシュピンを押し下げる
と、「クリック音」が聞こえます。オ
スとメスのプッシュピンがしっかり結
合していることを確認してください 
(クーラーを取り付ける方法について
は、CPU クーラーの取り付けマニュア
ルを参照してください)。

CPU クーラーと CPU の間の熱伝導グリス/テープは CPU にしっかり接着されている
ため、CPU クーラーを取り外すときは、細心の注意を払ってください。CPU クーラー
を不適切に取り外すと、CPU が損傷する恐れがあります。

ステップ 5：
取り付け後、マザーボードの背面をチェッ
クします。プッシュピンを上の図のように
差し込むと、取り付けは完了です。

ステップ 6：
最後に、CPU クーラーの電源コネクタ
をマザーボードの CPU ファンヘッダ 
(CPU_FAN) に取り付けてください。

オスの
プッシュ
ピン

メスの
プッシュ
ピン

メスのプ
ッシュピ
ンの上面

オスプッシ
ュピンの矢
印記号の
方向
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1-4 メモリの取り付け
メモリを取り付ける前に次のガイドラインをお読みください：
•  マザーボードがメモリをサポートしていることを確認してください。同じ容量、ブランド、
速度、およびチップのメモリをご使用になることをお勧めします。
(最新のメモリサポートリストについては、GIGABYTE の Web サイトにアクセスしてくださ
い)。

•  ハードウェアが損傷する原因となるため、メモリを取り付ける前に必ずコンピュータの
パワーをオフにし、コンセントから電源コードを抜いてください。

•  メモリモジュールは取り付け位置を間違えぬようにノッチが設けられています。メモリ
モジュールは、一方向にしか挿入できません。メモリを挿入できない場合は、方向を変
えてください。

1-4-1 デュアルチャンネルのメモリ設定
このマザーボードには、4 つの DDR3 メモリソケットが搭載されており、デュアルチャンネルテクノ
ロジをサポートします。メモリを取り付けた後、BIOS はメモリの仕様と容量を自動的に検出します。
デュアルチャンネルメモリモードを有効にすると、元のメモリバンド幅が2倍になります。
4つのDDR3メモリソケットが2つのチャンネルに分けられ、各チャンネルには次のように2つのメモリ
ソケットがあります。
チャンネル 0： DDR3_1, DDR3_2
チャンネル 1： DDR3_3, DDR3_4

CPU制限により、デュアルまたは3チャンネルモードでメモリを取り付ける前に次のガイドラインを
お読みください。

1.  DDR3 メモリモジュールが1つしか取り付けられていない場合、デュアルチャンネルモードは有
効になりません。

2.  2つまたは4つのモジュールでデュアルチャンネルモードを有効にしているとき、同じ容量、ブラ
ンド、速度、チップのメモリを使用するようにお勧めします。2つのメモリモジュールでデュアル
チャンネルモードを有効にしているとき、DDR3_1とDDR3_3ソケットに必ず取り付けてください。

 1つのDDR3メモリモジュールのみが取り付けられている場合、DDR3_1とDDR3_3ソケットに
取り付けるようにお勧めします。

デュアルチャンネルメモリ構成表

(SS=片面、DS=両面、「- -」=メモリなし)

DDR3_2 DDR3_1 DDR3_4 DDR3_3
2 つのモジュ
ール

- - DS/SS - - DS/SS

4 つのモジュ
ール

DS/SS DS/SS DS/SS DS/SS

DD
R3

_2
DD

R3
_1

DD
R3

_4
DD

R3
_3
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DDR3 DIMM

1-4-2 メモリの取り付け

ノッチ

メモリモジュールを取り付ける前に、メモリモジュールの損傷を防ぐためにコンピュータ
のパワーをオフにし、コンセントから電源コードを抜いてください。
DDR3 と DDR2 DIMM は、互いにまたは DDR DIMM と互換性がありません。このマザーボー
ドにDDR3 DIMM を取り付けていることを確認してください。

ステップ 1：
メモリモジュールの方向に注意します。メモリソケットの
両端の保持クリップを広げ、ソケットにメモリモジュール
を取り付けます。左の図に示すように、指をメモリの上に
置き、メモリを押し下げ、メモリソケットに垂直に差し込
みます。

ステップ 2：
メモリモジュールがしっかり差し込まれると、ソケットの両
端のチップはカチッと音を立てて所定の位置に収まりま
す。

DDR3 メモリモジュールにはノッチが付いているため、一方向にしかフィットしません。以下の
ステップに従って、メモリソケットにメモリモジュールを正しく取り付けてください。
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1-5 拡張カードの取り付け
拡張カードを取り付ける前に次のガイドラインをお読みください：
•  マザーボードが拡張カードをサポートしていることを確認してください。拡張カー
ドに付属するマニュアルをよくお読みください。

•  ハードウェアが損傷する原因となるため、拡張カードを取り付ける前に必ずコンピ
ュータのパワーをオフにし、コンセントから電源コードを抜いてください。

以下のステップに従って、拡張スロットに拡張カードを正しく取り付けてください。
1.  カードをサポートする拡張スロットを探します。シャーシの背面パネルから金属製のス
ロットカバーを取り外します。

2.  カードの位置をスロットに合わせ、スロットに完全に装着されるまでカードを下に押しま
す。

3. カードの金属の接点がスロットに完全に挿入されていることを確認します。
4. カードの金属製ブラケットをねじでシャーシの背面パネルに固定します。
5. すべての拡張カードを取り付けたら、シャーシカバーを元に戻します。
6.  コンピュータのパワーをオンにします。必要に応じて、BIOS セットアップを開き、拡張カー
ドで要求される BIOS の変更を行ってください。

7. 拡張カードに付属するドライバを、オペレーティングシステムにインストールします。

例： PCI Express x16 グラフィックスカードの取り付けと取り外し：
• グラフィックスカードの取り付け： 
カードの上端が PCI Express スロットに完
全に挿入されるまで、そっと押し下げます。
カードがスロットにしっかり装着され、動か
ないことを確認してください。

• カードを取り外す： 
スロットのレバーをそっと押し戻し、カードを真っ直ぐ上に持ち上げ
てスロットから出します。

PCI Express x1 スロット

PCI スロット

PCI Express x16 スロット
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1-6 背面パネルのコネクタ

 USB ポート
USB ポートは USB 2.0/1.1 仕様をサポートします。USB キーボード/マウス、USB プリンタ、
USB フラッシュドライバなどの USB デバイスの場合、このポートを使用します。

 PS/2 キーボード / PS/2 マウスポート
このポートを使用して、PS/2キーボードまたはPS/2マウスに接続します。

 光 S/PDIF アウトコネクタ
このコネクタは、デジタル光オーディオをサポートする外部オーディオシステムにデ
ジタルオーディオアウトを提供します。この機能を使用する前に、オーディオシステ
ムが光デジタルオーディオインコネクタを提供していることを確認してください。

 同軸 S/PDIF アウトコネクタ
このコネクタは、デジタル同軸オーディオをサポートする外部オーディオシステムに
デジタルオーディオアウトを提供します。この機能を使用する前に、オーディオシス
テムが同軸デジタルオーディオインコネクタを提供していることを確認してくださ
い。

 RJ-45 LAN ポート
Gigabit イーサネット LAN ポートは、最大 1 Gbps のデータ転送速度のインターネット接続
を提供します。以下は、LAN ポート LED の状態を説明しています。

•  背面パネルコネクタに接続されたケーブルを取り外す際は、まずデバイスから
ケーブルを取り外し、次にマザーボードからケーブルを取り外します。

•  ケーブルを取り外す際は、コネクタから真っ直ぐに引き抜いてください。ケーブ
ルコネクタ内部でショートする原因となるので、横に揺り動かさないでください。

アクティビティ  
LED

接続/
速度 LED 

LAN ポート

接続/速度 LED：

状態 説明

オレンジ 1 Gbps のデータ転送速度

緑 100 Mbps のデータ転送
速度

オフ 10 Mbps のデータ転送速度

アクティビティ LED：

状態 説明

点滅 データの送受信中です

オフ データを送受信してい
ません
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 センター/サラウンドスピーカーアウトジャック (オレンジ)
 このオーディオジャックを使用して、5.1/7.1 チャンネルオーディオ設定のセンター/サブ
ウーファスピーカーを接続します。

 リアスピーカーアウトジャック (黒)
このオーディオジャックを使用して、4/5.1/7.1 チャンネルオーディオ設定のリアスピーカー
を接続します。

 サイドスピーカーアウトジャック (グレー)
このオーディオジャックを使用して、7.1 チャンネルオーディオ設定のサイドスピーカーを
接続します。

 ラインインジャック (青)
 デフォルトのラインインジャックです。光ドライブ、ウォークマンなどのデバイスのラ
インインの場合、このオーディオジャックを使用します。

 ラインアウトジャック (緑)
 デフォルトのラインアウトジャックです。ヘッドフォンまたは 2 チャンネルスピーカーの
場合、このオーディオジャックを使用します。このジャックを使用して、4/5.1/7.1 チャンネル
オーディオ設定の前面スピーカーを接続します。

 マイクインジャック (ピンク)
デフォルトのマイクインジャックです。マイクは、このジャックに接続する必要があります。

デフォルトのスピーカー設定の他に、 ~ オーディオジャックを設定し直してオ
ーディオソフトウェア経由でさまざまな機能を実行することができます。マイクだ
けは、デフォルトのマイクインジャックに接続する必要があります ( )。2/4/5.1/7.1 
チャンネルオーディオ設定のセットアップに関する使用説明については、第 5 章、
「2/4/5.1/7.1 チャンネルオーディオの設定」を参照してください。
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1-7 内部コネクタ

外部デバイスを接続する前に、以下のガイドラインをお読みください。
• まず、デバイスが接続するコネクタに準拠していることを確認します。
•  デバイスを取り付ける前に、デバイスとコンピュータのパワーがオフになっていること
を確認します。デバイスが損傷しないように、コンセントから電源コードを抜きます。

•  デバイスをインストールした後、コンピュータのパワーをオンにする前に、デバイ
スのケーブルがマザーボードのコネクタにしっかり接続されていることを確認し
ます。

1

2

3

5

7

9

19

617 16

14
13

15
8

4

12
4

18

20

11

10

	 1)	 ATX_12V_2X4
	 2)	 ATX 
	 3)	 CPU_FAN
	 4)	 SYS_FAN1/2
	 5)	 PWR_FAN
	 6)	 FDD
	 7)	 IDE
	 8)	 SATA2_0/1/2/3/4/5
	 9)	 GSATA2_0/1
	 10)	 BAT

	 11)	 F_PANEL
	 12)	 F_AUDIO
	 13)	 CD_IN
	 14)	 SPDIF_I
	 15)	 SPDIF_O
	 16)	 F_USB1/F_USB2
	 17)	 LPT
	 18)	 COMA
	 19)	 CLR_CMOS
	 20)	 PHASE_LED
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1/2) ATX_12V_2X4/ATX (2x4 12V 電源コネクタと 2x12 メインの電源コネクタ)
電源コネクタを使用すると、電源装置はマザーボードのすべてのコンポーネントに安定
した電力を供給することができます。電源コネクタを接続する前に、まず電源装置のパワ
ーがオフになっていること、すべてのデバイスが正しく取り付けられていることを確認し
てください。電源コネクタは、正しい向きでしか取り付けができないように設計されてお
ります。電源装置のケーブルを正しい方向で電源コネクタに接続します。12V 電源コネク
タは、主に CPU に電力を供給します。12V 電源コネクタが接続されていない場合、コンピ
ュータは起動しません。

•  Intel Extreme Edition CPU (130W) を使用しているとき、CPU メーカーでは 2x4 12V 電
源コネクタを装備する電源装置の使用を推奨しています。

•  拡張要件を満たすために、高い消費電力に耐えられる電源装置をご使用になる
ことをお勧めします（500W以上）。必要な電力を供給できない電源装置をご使用
になると、システムが不安定になったり起動できない場合があります。

•  電源コネクタは、2x2 12V/ 2x10 電源コネクタを装備する電源装置に対応していま
す。2x4 12V/ 2x12 電源コネクタを装備する電源装置を使用しているとき、マザー
ボードの 12V の電源コネクタとメインの電源コネクタから保護カバーを取り外し
ます。2x2 12V/ 2x10 電源コネクタを装備する電源装置を使用しているとき、保護
カバーをしたままのピンに電源装置のケーブルを挿入しないでください。

ATX：

ATX_12V_2X4：

ピン番号 定義

1 GND (2x4 ピン 12V 専用)
2 GND (2x4 ピン 12V 専用)
3 GND
4 GND
5 +12V (2x4 ピン 12V 専用)
6 +12V (2x4 ピン 12V 専用)
7 +12V
8 +12V

ピン番号 定義 ピン番号 定義

1 3.3V 13 3.3V
2 3.3V 14 -12V
3 GND 15 GND
4 +5V 16 PS_ON (ソフトオン/オフ)
5 GND 17 GND
6 +5V 18 GND
7 GND 19 GND
8 Power OK 20 -5V
9 5VSB (スタンバイ +5V) 21 +5V

10 +12V 22 +5V
11 +12V (2x12 ピン ATX 

専用)
23 +5V (2x12 ピン ATX 専用)

12 3.3V (2x12 ピン ATX 専用) 24 GND (2x12 ピン ATX 専用)

ATX_12V_2X4

5

8

1

4

131

2412

ATX
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3/4/5) CPU_FAN / SYS_FAN1 / SYS_FAN2 / PWR_FAN (ファンヘッダ)
マザーボードには4 ピン CPU ファンヘッダ (CPU_FAN)、4 ピン (SYS_FAN2) および 3 ピン 
(SYS_FAN1) システムファンヘッダ、および 3 ピン電源ファンヘッダ (PWR_FAN)が搭載され
ています。ほとんどのファンヘッダは、誤挿入防止設計が施されています。ファンケーブル
を接続するとき、正しい方向に接続してください (黒いコネクタワイヤはアース線です)。
マザーボードは CPU ファン速度制御をサポートし、ファン速度制御設計を搭載した CPU 
ファンを使用する必要があります。最適の放熱を実現するために、シャーシ内部にシステ
ムファンを取り付けることをお勧めします。

SYS_FAN1/PWR_FAN：

CPU_FAN：

SYS_FAN2：

ピン番号 定義
1 GND
2 +12V / 速度制御
3 検知
4 速度制御

ピン番号 定義
1 GND
2 +12V / 速度制御
3 検知
4 確保

ピン番号 定義
1 GND 
2 +12V
3 検知

•  CPUおよびシステムを過熱から保護するために、ファンケーブルをファンヘッダに接続している
ことを確認してください。過熱はCPUが損傷したり、システムがハングアップする原因となります。 

•  これらのファンヘッダは、設定ジャンパブロックではありません。ヘッダにジャンプのキャッ
プを取り付けないでください。

6) FDD (フロッピーディスクドライブコネクタ)
このコネクタは、フロッピーディスクドライブを接続するために使用されます。サポート
されるフロッピーディスクドライブの種類は、次の通りです。360 KB、720 KB、1.2 MB、1.44 
MB、および 2.88 MB。フロッピーディスクドライブを接続す